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	応用
	抗原情報
	背景
	カルパインは、カルシウム依存性システインプロテアーゼの普遍的でよく保存されたファミリーです。カルパインタンパク質は、不変の小サブユニットと可変の大サブユニットからなるヘテロ二量体です。大サブユニットはシステインプロテアーゼドメインを有し、両方のサブユニットはカルシウム結合ドメインを有します。カルパインは、カルシウム流入と酸化ストレスによって活性化されることから、神経変性プロセスへの関与が示唆されています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、主に胃と小腸で発現しており、消化管において特殊な機能を有する可能性があります。この遺伝子は胃癌と関連していると考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：広範なエンドペプチダーゼ特異性。,機能：カルシウム調節性非リソソーム性チオールプロテアーゼ。,誘導：胃癌組織および分化型および低分化型の胃細胞株でダウンレギュレーションされている。,類似性：ペプチダーゼC2ファミリーに属する。,類似性：1つのカルパイン触媒ドメインを含む。,類似性：3つのEFハンドドメインを含む。,組織特異性：主に胃で発現する。,
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	CAPN9抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCAPN9ペプチドでブロッキングされている。
	

	カルパイン9ポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析

